
四倉地区市街地再生整備基本計画策定に係る
令和５年度 第１回合同会議

四倉地区まちづくり検討会
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ４KuLabo①②③

日時：令和５年６月１日（木）18時30分～（１時間程度）

場所：四倉町商工会館 ２階 大会議室

１．検討の再開について

２．検討の進め方について

３．四倉地区の未来の姿について

４．参考資料

説明資料※取扱には注意してください（無断提供・転載禁止）
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１．検討の再開について

⑴ 検討再開までの経緯

⑵ 公共施設等総合管理計画の改定



１⑴ 検討再開までの経緯
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• 急速な人口減少や災害の激甚化・頻発化への対応などを踏まえ、四倉地区の今後の取り組みの
方向性を示す基本方針を令和３年５月に策定しました。その後、まちづくり検討会内に設置し
たワーキンググループにおいて、具体的な取り組みを定める基本計画の検討を進めていました。

• しかし、令和４年３月に改訂した公共施設等総合管理計画を踏まえ、全庁的に公共施設等のあ
り方の再検討が必要となりました。小学校や中学校などを検討の対象としている四倉地区の市
街地再生整備の検討の進め方についても庁内調整が必要となり、検討再開に時間を要しました。

図 四倉地区市街地再生整備基本方針

検討再開

総合管理計画改定
公共施設等のあり方を再検討

R4
３

（庁内調整）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等の
市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉中学校

JR四ツ倉駅再編候補地
（工場跡地）

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ ・ すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

これまでの検
討対象施設

図 集約・複合化検討の対象施設

【市街地再生の目標】

まちづくり検討会 ﾜｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾙｰﾌﾟ



１⑵ 公共施設等総合管理計画の改定
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• 市では、全ての公共施設等を総合的かつ計画的に管理する計画「公共施設等総合管理計画」
（以下、総合管理計画という。）を平成29年２月に策定し、その後、これに基づいて、施設ご
との個別管理計画の作成を進めてきました。

• しかし、それでも将来コストの見通しは、203億円/年もの費用が必要な試算となり、加えて、
毎年度の施設の維持管理には約70億円/年を要しており、より踏み込んだ抜本的対策が必要と
なりました。

• そこで、令和４年３月に総合管理計画を改定し、公共施設等の維持管理・新築・改築のルール
を定め、このルールに基づいて、全庁的に公共施設等のあり方の再検討（見直し）を進めるこ
とになりました。

公共施設等総合管理計画
（平成２９年２月策定）

施設ごとの個別管理計画
（令和２年度までに概ね策定）
（施設類型の中分類又は個別施設ごとに施設所管部署が策定）１．公共施設等の総量の適正化

・令和12年度までに概ね10％の延床面積縮減
２．民間活力の活用
３．適切な維持管理と長寿命化等
４．施設の利用環境・運営の改善

〇 主な検討内容
・現状の把握、課題の検討
・取組方策
・縮減目標 など

公共施設等総合管理計画
（令和４年３月改定）

今ある施設を維持することは
事実上不可能！

より踏み込んだ
抜本的な対策が必要！

維持管理・新築・改築のルール

➡全庁的に公共施設等のあり方の再検討へ

図 公共施設等総合管理計画改定の経緯



１⑵ 公共施設等総合管理計画の改定

4図 改定公共施設等総合管理計画の概要



（参考） 公共施設等のあり方を再検討する体制
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• 全庁的に公共施設等のあり方を再検討（見直し）する体制は、令和４年度に設置した構造改革
推進本部の枠組みで行うこととなり、関係部署調整のもと、同年７月に８つの検討分科会を設
置し、検討を進めてきているところです。

• 並行して、四倉地区の市街地再生整備についても、検討の進め方を庁内整理してきました。

図 公共施設等のあり方を再検討する体制

四倉地区の市街地再生整備の検討

※整合を図りながら検討を進める

③包括施設管理検討
分科会
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２．検討の進め方について

⑴ 基本計画検討体制と全体の流れ（おさらい）

⑵ 検討のポイント

⑶ 今後の進め方



２⑴ 基本計画検討体制と全体の流れ（おさらい）
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☞ 地区における各種団体の代表と市職員による検討会議

市街地再生整備基本計画の策定
（方針に基づく事業計画案）

市街地再生に向けた
庁内調整

市街地再生整備基本方針の策定
(地域共有の将来ビジョン)

都市再生整備計画の国への提出
（当面５ヶ年間の実施計画）

事業の実施

官民連携組織

（
事
業
化
検
討
）

権

利

者

等

と

の

合

意

形

成

四倉地区まちづくり検討会

☞ 担い手となる地区の若手を含めた地域の方々と行政
によるワーキンググールプ会議

ワーキンググループ（4KuLabo）

４KuLabo① 交流・防災拠点づくり検討WG

４KuLabo② 跡地活用検討WG

４KuLabo③ 商店街にぎわいづくり検討WG

方針３ 商店街のにぎわい再生
➣ 空き店舗を活用した新規出店サポート
➣ 空き家等を活用したにぎわい空間の創出

方針２ 民間活力の導入によるにぎわい拠点の形成
➣ 公共施設再編・複合化後の跡地活用

方針１ 教育・文化・福祉機能を有する交流・防災拠点の整備
（方針２ 民間活力の導入によるにぎわい拠点の形成を含む）
➣ 交流・防災拠点の整備
➣ 民間施設（商業施設等）の誘導
➣ 民間事業者のノウハウを活かした多世代交代の促進

方針４ 安全な道路空間の整備
➣ 交通安全対策の実施

• 基本計画の策定に向けては、四倉地区まちづく検討会内に設置した３つのワーキンググループ
において、基本方針に基づく具体的な施策（事業計画案）を個別に検討することとしています。

図 事業化までの全体の流れ

（
具
体
の
取
り
組
み
の
計
画
）



２⑴ 基本計画検討体制と全体の流れ（おさらい）
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• 急速な人口減少や災害の激甚化・頻発化への対応などを踏まえ、四倉地区の今後の取り組みの
方向性を示す基本方針を令和３年５月に策定しています。

図 四倉地区市街地再生整備基本方針
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• 4KuLabo➊は、主に、基本方針１と４の具現化として「交流・防災拠点づくり」を検討する
ワーキンググループです。

• 小中学校などの公共施設を再編する候補地とした四ツ倉駅西側の工場跡地の土地利用計画や施
設計画などを検討します。また、工場跡地の利活用に合わせて、安全な道路空間の整備を検討
します。

4KuLabo➊：交流・防災拠点づくり検討ワーキング

２⑴ 基本計画検討体制と全体の流れ（おさらい）
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• 4KuLabo❷は、基本方針２の具現化として「公共再編後の跡地活用」を検討するワーキンググ
ループです。

• 4KuLabo➌は、基本方針３の具現化として「商店街のにぎわいづくり」を検討するワーキング
グループです。

4KuLabo➌：商店街にぎわいづくり検討ワーキング

２⑴ 基本計画検討体制と全体の流れ（おさらい）

⇓工場跡地への民間施設の立地・誘導は「４KuLabo➊」で検討
4KuLabo➋：公共施設再編後の跡地活用検討ワーキング
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２⑴ 基本計画検討体制と全体の流れ（おさらい）

地域団体及び行政等

四倉地区行政嘱託員（区長）協議会

四倉ふれあい市民会議

NPO法人よつくらぶ

四倉町商工会

いわき市消防団第７支団

四倉・久之浜方部PTA連絡協議会

四倉第一幼稚園

四倉小学校PTA

大浦小学校PTA

四倉中学校PTA

四倉小学校

大浦小学校

四倉中学校

四倉地区文化協会

いわき市社会福祉協議会四倉地区協議会

行政（都市計画課を含む23課）

地域団体及び行政等 4KuLabo ➊ 4KuLabo ➋ 4KuLabo ➌

四倉地区行政嘱託員（区長）協議会 ● ● ●

四倉ふれあい市民会議 ● ● ●

NPO法人よつくらぶ ● ● ●

四倉町商工会 ● ● ●

四倉・久之浜方部PTA連絡協議会 ● ●

四倉小学校PTA ● ●

大浦小学校PTA ● ●

四倉中学校PTA ● ●

四倉中学校 ●

四倉地区文化協会 ●

いわき市社会福祉協議会四倉地区協議会 ● ●

医療法人泰成会木村医院 ● ●

やがわせミクストコミュニティ ● ● ●

ニーダ株式会社 ●

滝口木材株式会社 ●

株式会社ワンダーファーム ●

株式会社47 PLANNING ●

NPO法人・一般社団法人 TATAKIAGEJapan ● ● ●

大川魚店 ●

行政（都市計画課を含む） ●19課 ●12課 ●７課

※四倉小学校、大浦小学校、四倉第一幼稚園、いわき市消防団第７支団は、「まちづ
くり検討会」のみの出席

四倉地区まちづくり検討会 ワーキンググールプ（4KuLabo）
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２⑴ 基本計画検討体制と全体の流れ（おさらい）

• 小中学校の送り迎えがしやすい、災害時にグラウンド
が活用できる

• 多世代が一つの空間で交流することはコミュニティ向
上が期待

• 託児所や塾などが立地していると、より子育てしやす
い

• 屋内プールなら、一般から利用料を徴収することも考
えられる

• 小学校・中学校・公民館などの施設を別々に造るので
はなく、折角であれば施設を集約して機能が重複しな
いよう、また沢山の方が利用できる施設にするのがよ
い

• 学校の図書室と図書館の共有も考えられる
• 隣接する民間収益施設との調和と安全性の確保の両立

が課題
• バリアフリーに配慮した施設づくりが重要

• 耐震補強が必要か不要かの情報が重要（利活用のハー
ドル）

• 四倉ＰＴＡで子供たちにアンケートを実施（一部紹
介）

• 四倉は公園が少なく、ボールで遊べるような広場があ
るとよい

• 新しい四倉小体育館は、大阪にあるアメリカ村のよう
な服屋、猫カフェや、お年寄りと若者が一緒に集える
伝統工芸的なカフェ（ＳＮＳを利活用できる中高生が
集まれば、さらに人が集まり、また、駅から街中商店
街、道の駅まで波及しまちが活性化）

• 四倉にホテルが立地すれば、活性化につながるのでは
ないか

• 学校があった記憶、記録を大切にすることも重要
• 四倉高校敷地を活用し、特別養護老人ホーム建替えを

検討したい

• 歩いて立ち寄れる昔ながらの商店街を目指してはどう
か

• 繁盛店は、気概があり努力している
• 既存店舗や若い方の協力体制が重要
• 高齢化率が高いため、足の確保が重要
• 歩車共存道路など歩きやすい空間づくりと、キック

ボードなどを活用して、道の駅など、海方面への流れ
をつくることも考えられる

• 共用駐車場を数か所設けて、店先の路上駐車をなくす
• 気軽に立ち寄れる居場所があるとよい

4KuLabo➊交流・防災拠点づくり検討ＷＧ 4KuLabo➋公共施設再編後の跡地活用検討ＷＧ

4KuLabo➌商店街にぎわいづくり検討ＷＧ

参考）令和４年５月17，18日開催の各ワーキンググループでの意見

写真 ４Kulabo➊の様子



２⑵ 検討のポイント
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① 大浦小統合を見据えた、小中学校のあり方の検討

図 集約・複合化検討の対象施設（見直し）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等の市民
生活を支えるために必要な日常サービス機
能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉中学校

JR四ツ倉駅再編候補地
（工場跡地）

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ・すずめ児童ｸﾗﾌﾞ これまでの検討対象施設

新たに検討対象に追加する施設

• 急速な人口減少も見据え、「将来的に四倉地区においては１小学校１中学校」とする方向
性として、交流・防災拠点施設の計画を検討していきます。（大浦小に付随し、どんぐり
児童クラブ・すずめ児童クラブ及び四倉第二幼稚園も検討の対象に追加）

② 幼稚園のあり方の検討

• 園児数が減少する中でも障がい児保育を実施し、かつ地区の基幹的な幼稚園としての四倉
第一幼稚園のあり方を検討していきます。



２⑵ 検討のポイント
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③ 整備時期の検討

• 四倉小学校、中学校をはじめとした検討対象の施設については、老朽化進行しかつ津波浸
水想定区域内に立地していることから早期整備・安全対策が望まれます。

• しかし、本市には多くの公共施設が立地しているため、市の財政状況を勘案しながら、四
倉地区の整備時期も検討していきます。

約 1,300施設

約 4,500棟（うち200㎡未満は3,100棟）

約 170万㎡

（R3.4時点）

※出典：いわき市公共施設等総合管理計画R4.3改定

図 公共施設建築の推移

四倉中学校（1973）築50年

四倉小学校（1964）築59年

大浦小学校（1989）築34年

四倉公民館（1970）築53年



２⑶ 今後の進め方

15

基本計画
策定の流れ

工場跡地
検討の流れ

WG➊

説明会・パブコメ等

基本計画策定

学校ﾋｱﾘﾝｸﾞ 学校ﾋｱﾘﾝｸﾞ

企業ｱﾝｹｰﾄ等

対象施設・導入機能・敷地のレイアウト等の庁内整理（施設所管部署ﾋｱﾘﾝｸﾞ・庁内会議等）

権利者との継続的な意見交換・情報共有

基本計画素案の作成

アンケート・反映
ヒアリング・反映

意見交換・
反映

意見交換・
反映

意見交換・
反映

意見交換・
反映

意見交換・
反映

検討内容報告・
反映

※検討会・WGの回数や時期については、
検討状況により変更となります。

市民報告・
意見募集・
反映

用地取得に向けた協議

検
討
会
・
Ｗ
Ｇ

合
同
会
議

検討会・
ＷＧ再開の
事前説明

業務委託
発注

令和５年４月 令和５年12月 令和６年１月

WG➋

WG➌ 検
討
会
・
Ｗ
Ｇ

合
同
会
議

WG➊

WG➋

WG➌

WG➊

WG➋

WG➌

図 基本計画策定の流れ（案）

• 今後、各ワーキンググループにおいて、検討テーマに沿って意見交換を重ね、具体的な取り組
みを検討し、基本計画の素案の作成を進め、年度内の基本計画策定を目指します。

• 公共施設の集約・複合化の計画となる工場跡地の検討については、学校ヒアリングや企業アン
ケートなどを実施しながら、平行して庁内調整を進め、適宜ワーキンググループの検討状況を
反映していきます。

• また、工場跡地の権利者とも継続して情報共有を図り、計画検討の深度に合わせて協議を行っ
ていきます。
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３．四倉地区の未来の姿について

⑴ 四倉地区行政嘱託員（区長）協議会 会長 公平様より

⑵ 四倉小学校PTA 会長 川崎様より

⑶ 医療法人泰成会木村医院 理事長 木村様より

⑷ 四倉ふれあい市民会議 会長 吉田様より
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参考資料

⑴ 検討対象施設の状況

⑵ 人口の動向

⑶ 四倉地区の将来像
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施設概要

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

生徒数

クラス数

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

教育委員会事務局 学校支援課

四倉町字東一丁目65

四倉

32,529.00 ㎡

7,350.96 ㎡

1973年（築50年）

第一種住居地域

鉄筋コンクリート造

約250人

10クラス

浸水（洪水、津波）

津波避難ビル

学校関連施設

市所有

市所有

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

生徒数と維持管理費の推移（直近５年間）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

四倉第二幼稚園

※R2の維持管理費は通学支援、空調設備の整備による増

※R3の維持管理費は通学支援、GIGAスクールの導入による増

※R4の維持管理費は通学支援に増

①四倉中学校

老朽化対策

災害対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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施設概要

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

生徒数

クラス数

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

教育委員会事務局 学校支援課

四倉町字西四丁目3-3

四倉

16,109.00 ㎡

5,102.97 ㎡

1964年（築59年）

第一種住居地域

鉄筋コンクリート造

約320人

14クラス

浸水（洪水、津波）

一時避難所、避難所

学校関連施設

市所有

市所有

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

生徒数と維持管理費の推移（直近５年間）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

※R2の維持管理費は空調設備の整備による増

※R3の維持管理費はGIGAスクールの導入による増

②四倉小学校

老朽化対策

災害対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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施設概要

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

生徒数

クラス数

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

教育委員会事務局 学校支援課

四倉町狐塚字松橋27

四倉

11,246.00 ㎡

4,330.10 ㎡

1989年（築34年）

市街化調整区域

鉄筋コンクリート造

約300人

12クラス

浸水（洪水）

避難所、津波避難所

学校関連施設

市所有

市所有

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

生徒数と維持管理費の推移（直近５年間）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

対象施設に追加

※R2の維持管理費は空調設備の整備による増

※R3の維持管理費はGIGAスクールの導入による増

③大浦小学校

災害対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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施設概要

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

児童数

クラス数

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

こどもみらい部 こども支援課

四倉町字西四丁目3-3

四倉

四倉小学校敷地内（16,109.00 ㎡ ）

四倉小学校校舎内（65.00㎡）

1964年（築59年）

第一種住居地域

鉄筋コンクリート造

約40人

－

浸水（洪水、津波）

－

放課後児童クラブ

市所有（他）

市所有

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

登録児童者数と維持管理費の推移（直近５年間）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

※児童数は各年度の5月1日時点による

④かえで児童クラブ

災害対策

老朽化対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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施設概要

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

児童数

クラス数

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

こどもみらい部 こども支援課

四倉町字西四丁目3-3

四倉

四倉小学校敷地内（16,109.00 ㎡ ）

73.00㎡

2017年（築6年）

第一種住居地域

軽量鉄骨造

約40人

－

浸水（洪水、津波）

－

放課後児童クラブ

市所有（他）

市所有

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

登録児童者数と維持管理費の推移（直近５年間）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

※児童数は各年度の5月1日時点による

⑤あおば児童クラブ

災害対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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施設概要

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

児童数

クラス数

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

こどもみらい部 こども支援課

四倉町狐塚字松橋27

四倉

大浦小学校敷地内（ 11,246.00 ㎡ ）

100.00㎡

2020年（築3年）

市街化調整区域

軽量鉄骨造

約40人 ※Ｒ5以降60人を予定

－

浸水（洪水）

－

放課後児童クラブ

市所有（他）

市所有

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

登録児童者数と維持管理費の推移（直近５年間）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

対象施設に追加

※児童数は各年度の5月1日時点による

⑥どんぐり児童クラブ・すずめ児童クラブ

災害対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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施設概要

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

児童数

クラス数

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

こどもみらい部 こどもみらい課

四倉町字西四丁目3-3

四倉

四倉小学校敷地内（16,109.00 ㎡ ）

四倉小学校校舎内（456.30㎡）

1964年（築59年）

第一種住居地域

鉄筋コンクリート造

定員90名

－

浸水（洪水、津波）

－

幼稚園・保育園

市所有（他）

市所有（他）

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

児童数と維持管理費の推移（直近５年間）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

※児童数は各年度の5月1日時点による

幼稚園の「あり方」の検討が必要⑦四倉第一幼稚園

老朽化対策

災害対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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施設概要

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

児童数

クラス数

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

こどもみらい部 こどもみらい課

四倉町狐塚字松橋65

四倉

1,951.00 ㎡

337.87㎡

1999年（築24年）

市街化調整区域

鉄骨造

定員90名

－

浸水（洪水）

－

幼稚園・保育園

市所有

市所有

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

児童数と維持管理費の推移（直近５年間）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

対象施設に追加

※児童数は各年度の5月1日時点による

幼稚園の「あり方」の検討が必要⑧四倉第二幼稚園

災害対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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施設概要（図書館）

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

教育委員会事務局 いわき総合図書館

四倉町字東一丁目50

四倉

四倉公民館敷地内（1,811.00 ㎡）

四倉公民館に併設（201.74㎡）

1982年（築41年）

第二種住居地域

鉄筋コンクリート造

浸水（津波）

－

文化施設・ホール

市所有（他）

市所有（他）

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

来館者数と維持管理費の推移（直近５年間）

Not Image

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

※四倉図書館のみの維持管理費は算出不可

⑨四倉図書館・公民館

災害対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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施設概要（公民館）

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

教育委員会事務局 生涯学習課

四倉町字東一丁目50

四倉

1,811.00 ㎡

1,234.16㎡

1970年（築53年）

第二種住居地域

鉄筋コンクリート造

浸水（津波）

－

文化施設・ホール

市所有

市所有

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

利用者数と維持管理費の推移（直近５年間）

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

⑨四倉図書館・公民館

老朽化対策

災害対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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施設概要

所管部署

所在地

地区

敷地面積

延床面積

建築年度

用途地域

構造

災害リスク

避難所

機能類型

土地所有

建物所有

外観写真

保健福祉部 介護保健課

四倉町字西四丁目108

四倉

675.00 ㎡

198.00㎡

1982年（築41年）

第一種住居地域

鉄骨造

浸水（洪水、津波）

－

文化施設・ホール

市所有

市所有

令和３年度版施設カルテ参考

対象施設の位置

利用件数と維持管理費の推移（直近５年間）

Not Image

都市機能誘導区域とは、医療・商業等
の市民生活を支えるために必要な日常
サービス機能を誘導する区域です。

：都市機能誘導区域

四倉図書館
四倉公民館

道の駅
「よつくら港」

四倉分署

四倉支所

四倉保育所

四倉高校

四倉老人福祉ｾﾝﾀｰ

四倉小学校
四倉第一幼稚園
かえで児童ｸﾗﾌﾞ
あおば児童ｸﾗﾌﾞ

四倉中学校

JR四ツ倉駅

大浦小学校
どんぐり児童ｸﾗﾌﾞ
すずめ児童ｸﾗﾌﾞ

四倉第二幼稚園

⑩四倉老人福祉センター

災害対策

参考資料⑴ 検討対象施設の状況
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参考資料⑵ 人口の動向

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

昭和10年

（1935年）

昭和30年

（1955年）

昭和50年

(1975年)

平成7年

(1995年)

平成27年

(2015年)

平成47年

（2035年）

平成72年

（2060年）

昭和10年（1935年）
237,417
(高齢化率：4.5％)

351,440

327,164

360,598
350,237

153,875

令和22年（2040年）
235,203
(高齢化率42.8％)

人口予測値

いわき市の人口の推移と予測

342,249

（約100年前と同水準の人口）

（高齢化率は約100年前の10倍）

※引用元：国勢調査、いわき創生総合戦略 注)人口推計値は、2010年国勢調査結果に基づく
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参考資料⑵ 人口の動向

※出典：第２期いわき創生総合戦略



密度が低い
青・緑色部分が増加
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参考資料⑵ 人口の動向

いわき市市街地の人口密度（2010年） いわき市市街地の人口密度（2040年）
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参考資料⑵ 人口の動向

四倉地区市街地の人口密度（2010年） 四倉地区市街地の人口密度（2040年）



33

参考資料⑵ 人口の動向

（補足）

ＤＩＤ設定基準の40人/haについて

出展「国土交通省資料」

サービス施設の立地と人口の関係
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参考資料⑶ 四倉地区の将来像

将来都市像（第二次都市計画マスタープラン）
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参考資料⑶ 四倉地区の将来像

地域別構想（四倉・久之浜・大久地域）（第二次都市計画マスタープラン）
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参考資料⑶ 四倉地区の将来像
都市機能誘導区域と誘導施設（立地適正化計画）
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参考資料⑶ 四倉地区の将来像
四倉地区グランドデザイン

【これからの四倉が目指す位置】

【まちづくりの基本理念】

【基本コンセプト】


